
共同研究

本研究所の使命とする研究は，政治・法律経済等社会科学のあらゆる領域Kまたがってい

る。

元来，社会科学としての政治学・法律学・経済学は，その研究対象が密接な内面的関連を有

している点からいって，その研究は当然、Kそれらの各分野の有機的な連繋と協力とを必要とす

るのであるが，各分野の研究の進展ととも vr，それぞれ専門的K分化し，現在では研究上はほ

とんど互K関連のない独立の学問となっているといってよい状態tてある。それと同時vr，その

研究はしばしば専門技術化する傾向をまぬがれないのであって，それぞれの分野ではきわめて

詳細な研究が行われているKもかかわらず，最近の社会・国際情勢から生ずる政治法律経

済の互K影響しあった:複雑な現象は， ζれを全体として充分K解明し得ないと h う難点をまぬ

がれないととKなる。本研究所が，政治・法律・経済の 3分野を総合的K研究するという目的

をもって設立されたのも，まさKとのような複雑な現象の合理的解明を必要とするK至ったか

らKほかなら左い。

上K述べた目的を達成するためKは，もちろん，単K従来の各分野vr;1'，'ける諸研究を基礎と

して，その総合を企図するという Kとどまるζ とはできない。すなわち，本研究所は，一方で

は総合を目的とする理論的基礎的研究を推進するととも vr，他方では実証的 目歴史的研究K重

きを置き，しかもまた単Kわが国の笑態を研究するというだけでなく諸外国の実態と比較する

という方法をも採っている。 言葉をかえていえば，基礎研究と地域研究とを一体化して有機的

な共同研究を行っている。まさ vr，とれら社会科学の各分野の密接な協力Kよる総合的比較研

究は本研究所の研究K謀せられた大き左使命の一つであ 9，また，その研究K特色を与えるも

のでなければならない。そのような見地から，地域研究部門Kあっても，基礎研究部門との不

断の連繋をはかると同時vr，それぞれの部門vr:なける相互の研究協力をはか9，との部面K辛子

いても総合的研究を進めるととも vr，また，社会科学の国際的交流と協力と K貢献してきた。

したがって，本研究所で行われているいわゆる実態調査も，単Kわが国の現状の調査という

ととを目的とするものではなく，常K諸外国との比較研究をもって，わが国の現状の客観的・

歴史的分析を企図しているのである。そ して，ζのような目的K即して， 創立後直ちK実証的

な調査研究をはじめたのであるが，それは初めから必ずしも部門を単位とせず，研究課題を選

定 して，関連部門の研究者がとれK参加するという方式をとり ，r漸次追加された部門の担当者

を加えて調査研究を行って来た。

その趣旨の下K幾つかの共同研究組織が設けられている。とく vr，文部省特殊研究及び科研

費特定研究は，本研究所のプロジェクト共同研究として顕著な成果をあげている。最近の例と

しては r基本的人権の研究 J(特殊研究)， r戦後改革の研究 J(特殊研究)， rファ γ ズム

と民主主義」等がそれであって，各研究員は，原則としてζれらの共同研究K参加する。

また，共同研究の中Kは， ζのよう K所員全体が参加する全体研究のほかvr，所員を中心と

し，所外の研究者を含めたグノレープ研究がある。 ζ のグノレープ研究κは，特定のプロジェクト

をきめないで，基礎的な研究をする Fイプの もの，特定のプロジェクトを設定して，系統的K

何年かKわたってそれを研究するタイプのもの，さらvr，実態調査や第一次資料の収集 ・整理

を中心とするタイプのもの等，さまざまの Fイプのものがあるが，いずれも ，本研究所の公認

するグノレープ研究として，全体の研究体制jの中K重要な地位を占めている。各所員は，個人研

究，グループ研究，全体研究の相互の有機的つながりの中で，個人の研究業績と研究所の研究

業績とを統ー して，同時K高める職責を有してむ 9，そのための研究者の自己規律や相互点検
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も，近時， 大学改革の一環として進められてきている。

それらの共同研究や個人研究の成果は，あるいは所内の定期的念総合研究会で報告され，あ

るいは紀要『社会科学研究Ji'C発表され，さらVてまとまったものは単行本と して， r東京大学

社会科学研究所研究叢書J， r東京大学社会科学研究所研究報告J， r調査報告J.あるいは

『資料』 として公刊されているo また，とれらの論文なよび叢書の内容は英文でレジュメされ，

社会科学の国際交流と協力のためi'C， Annals of the Inst i tute of Social Science 

(もと Social Science Abstracts)として，ほほ毎年出版されている。

関所以来の共同研究のテーマ，参加者及び研究成果の主要なものは下記のとな bである。

1. ζ とK共同研究としてかかげたものは，当研究所「所員会記録 Ji'C共同研究として記載

されている研究，台よび文部省特別研究費(のち特殊研究費) 文部省科学研究費(機関

研究費，特定研究費，試験研究費， 総合研究費)等tてよる共同研究である。当研究所K辛子

いては， 1971年度以後， 1"""全体研究 J1"""グループ研究 J1"""個人研究」という研究区分が

主?となわれているが，ととに共同研究として記載されているのは，このうち前二者ーである。

なな， 1"""全体研究」をよびそれK相当するものKはネ印を付 した。

2 記載事項は，研究テーマ， (1)研究継続年度(研究費)， (2)研究組織なよび参加者， (3)研

究報告書である。記載Kあたっては，上記各項目の(1)(2)(3)等の付号のみをかかげた。

3. 研究組織・参加者Kついては，原則として研究発足時点の名称・参加者を記載した。在

台，代表者十ては*印を付した。

4 報告書は共同執筆のものUてかぎり，個人論文著作等はのぞいた。

5 配列は，研究開始年度の順Kょった。

民主主義研究*

第 1部「民主主義の思想と制度 各国の比較研究一」

第 2部「日本Kなける資本主義の発達と民主主義」

第 3昔日 「転換期Kなける行政機構の民主主義化の問題，

とく K各種行政委員会の実態調査」

第4部 「労働組合運動と民主主義，殊K最近の労働j争

議K現れたる民主主義化の傾向の実態調査」

(1)1947-48 (47・48科研費)

(2)学術研究会議民主主義研究特別委員会

矢内原忠雄*

第 3部鵜飼信成本 ，林茂，加藤一郎，大内力，

金沢良雄， 有泉亨， 下山瑛二，小山博也，矢沢

惇，喜多川篤JJl!.，高橋勇治，雄川一郎，天城勲，

辻清明，内田力蔵，綿貫芳源、

第 4部 大河内一男¥氏原正治郎，遠藤湘吉，

大塚斌，塩田庄兵衛，隅谷三喜男ほか

(3)東京大学社会科学研究所編『戦後労働組合の実態』

(研究報告第 1集， 1950年 3月，日本評論社)

東京大学社会科学研究所編『行政委員会J(研究報

告第 2集，1951年 5月，日本評論社)

宅地及び住宅問題の総合的研究

(1)1948-51 (建設省研究費，5 0手村済費総合〕

(2)東京大学宅地住宅総合研究会(東京大学社会科学研

究所内)

矢内原忠雄¥我妻栄，田中二郎， 山田盛太郎，

大河内一男，宇野弘蔵，有泉亨，島田久吉，三木

義雄，広瀬武文，幾代通，1藤田若雄， )11回侃，

江村稔

13)東京大学社会料学研究所編『戦後宅地住宅の笑態』

(研究報告第 3集， 1952年 6月， 東京大学出版

会)

林業経営と林業労働

(1) 1 948 -5 1 (林野庁委託)

(2)宇野弘蔵*鈴木鴻一郎，大内力，近江谷左馬之介，

中木康夫

(3)東京大学社会科学研究所編 『林業経営と林業労働』

(研究報告第 5集， 1954年4月，農林統計協会)

労働組合運動の実態調査

(1) 1948 -54 (科研費)

(2)東京大学社会科学研究所内労働問題調査研究会

大河内一男¥有泉亨，遠藤湘吉，氏原正治郎，

隅谷三喜男，塩田庄兵衛，秋田成就，内藤員IJ邦，

戸坂嵐子，川回侃，加藤勇，竹浪祥一郎，福島新



吾，藤田若雄，外尾健一

131大河内一男編『日本労働組合論J(研究報告第 6集，

1954年 6月，有斐閣)

東京大学社会科学研究所編 『戦後初期労働争議調査』

(調査報告第 13集，1971年 3月，同所干1]) 

日本社会の住宅問題

11) 1950 -53 ( 50科研費総合)

121宅地住宅総合研究会

有泉亨¥青木宗也，秋山懐，内山尚三，箆山京，

鈴木武雄，中鉢正美，中村卯一，楢崎二郎，波多

野真

131東京大学ネ士会科学研究所編『日本社会の住宅問題』

(研究報告第 4集， 1953年 1月，東京大学出版

会 )

安 定経済下の農村経済の変貌

11) 1 950 -5 2 (特別研究費， 50・51 科研費試験)

121本邦経済産業・財政金尾崎日門

宇野弘蔵¥鈴木鴻一郎，加藤俊彦，武田隆夫，

遠藤湘吉，大内刀，近江谷左馬之介，中木康夫，長

坂聴，西村甲一，隠峻衆三，斎藤精進，野尻重雄，

大島清 3 硲正夫

131宇野弘蔵 ・鈴木鴻一郎・加藤俊彦 武田隆夫・遠藤

湘吉・大内力「長野県西筑摩郡王滝村調査報告」

( r社会科学研究』第 3巻第 2号， 1951年12月)

字野弘蔵編『日本農村経済の実態j (研究報告第12

集， 1961年 2月，東京大学出版会)

立 法 及 び 政 治 教育の政策に寄与する目的のた

め の 農 村 実態の総合的調査

11) 1 950 -5 3 (特別研究費 50・51科研費試験)

121鵜飼信成*辻清明，高橋幸八郎，林茂，潮見俊隆，

福島新吾，喜多川篤典，磁田進，大内力，加藤一

郎，羽鳥卓也，小山博也，阪本仁作，下山瑛二，

照井隆太郎，竹浪祥一郎，中木康夫3 吉野悟，秋

田成就

131東京大学社会科学研究所編『町村行政の笑態』上・下

( 1953年，同所図書室所蔵，手稿 200字618枚〕

給与・公営住宅 の 研 究

11) 1950 -5 5 

(2)宅地住宅総合研究会

有泉亨¥氏原正治郎，戸坂嵐子，藤田若雄，秋

田成就，青木宗也，梶山晃，小林孝雄，中村卯一，

共同研究

外尾健一，小沢辰男

13)有泉亨編 『給与・公営住宅の研究J(研究報告第 9

集， 1956年 3月，東京大学出版会)

労働協約の総合的研究

11) 1950-54 ( 50・54科研費)

121労働協約研究会

有泉亨¥山之内一郎，氏原正治郎，藤田若雄，

秋田成就，外尾健一，藤田勇，佐藤進

13)東京大学社会科学研究所 「戦後労働協約の分析」

(労働法学会『労働法』第 2号， 1952年 10月)

労働協約研究会 「外国労働協約資料H，口，臼」

( r社会科学研究』第 5巻第 2号・ 3号・ 4号，

1954年8月-12月)

人民民主主義の政治・法律の総合的研究

(1) 1952-54 (53科研費)

121山之内一良s* ，高橋勇治，宇高基輔，高柳信一，藤

田若雄，竹浪祥一郎，藤田勇，岡崎栄松，平野義

太郎，仁井田陸，幼方直吉，戸沢鉄彦，五十嵐豊

作，新村猛，横越英一，長谷川正安， ~案内議，稲

子恒夫，岡本博之z宮内長，柳春生，浜田稔，苅

屋田義弘，古島和維，本橋渥

13)高橋勇治・戸沢鉄彦編『人民民主主義の研究Jllim

( 1955年 10月，動草書房)

日本社会の基礎を為すコンミューニティーの

総合的社会実態調査*

111 1 952 -54 (特別研究費)

121鵜飼信成¥有泉亨，内問力蔵，林茂，話題田進，加

藤俊彦，遠藤湘吉，大内力，潮見俊隆，高柳信一，

藤田若雄，福島新吾，小山博也，長坂聴、，江守五

夫，岡田与好，大島太郎，藤田勇，戸原四郎，陣

峻衆三

村落構造の研究

11) 1953-63 (徳島県研究費， 55・56特殊研究費

配分 56毎日学術奨励金)

121東京大学社会科学研究所村落構造研究会(rコミュ

ニティ研究」の一環)

機田進¥潮見俊隆，石田雄，江守五夫，岡田与

好，大島太郎，陣峻衆三，奥平康弘，高柳信一，

望月礼二郎，千葉正士，永原慶二，上原信博，渡

辺洋三，梶井功，小山博也，阿利莫二，安良城盛

昭，菊池昌典，松原治郎，井出嘉憲，石田雄



(31磯田進編 『村落構造の研究j (研究報告第 8集，

1955年12月，東京大学出版会)

石田雄井出嘉憲 ・安良城盛昭磁回進・潮見俊隆

千葉正士 ・障峻衆三 ・梶井功 望月礼二郎 「鹿児

島県農村調査覚書(1)-(7)J(r社会科学研究』第12

巻第 5号~第 14巻第 2号， 1961 年 3 月~ 62 

年 10月 )

都市におけ る貧困層の実証的研 究

( 1 1 1 953~63( 厚生科学研究費)

(21コミュニティ研究都市班

氏原正治郎¥江口英一，津田真激3 関谷耕一，

山崎、清，向山耶幸，松尾昌子

社会保障の比較研究

(11 1 953~62 (55・56厚生科学研究費)

(21山之内一郎て鵜飼信成，有泉亨，内田力蔵，宇高基

報i， 藤田勇，尾形昭二

(31東京大学社会科学研究所編『ソ連邦の社会保障』

(調査資料第 4集， 1963年，同所干11) 

農業災害補償制度の実態

(111954~55 (54・55農林省応用研究費)

(21大内力て大学院 学部学生約 20名

(31大内力 『農業災害補償制度の実態J(調査資料第 l

輯， 1957年 7月)

(31氏原正治宝日江口英一 ・高梨昌・関谷耕一 「都市K ニューディールの総合的研究

むける貧困層の分布と形成K関するー資料(1J(2IJ ( 111954~59 (54科研費総合)

q 社会科学研究』第8巻1号，第11巻2号， 1956 (21ニューデ ィーノレ研究会

年 11月， 1959年 10月 ) 嘉治真三て鵜飼信成，内問力蔵，鈴木圭介，鈴木

氏原正治郎・江口英一・ 山崎清 「日雇労働者の賃金 鴻一郎，宇i'!野玉章一郎，田口陽一

と最低生活費(I)(2)j( r社会科学研究』第13巻4 (31東京大学社会科学研究所編『ニューディーノレ政策文

号・第14巻6号，1962年2月・ 1963年3月) 献目録(経済編)J (文献目録第 3冊， 1960年，

東京大学社会科学研究所編 『都市(tC~，ける被保護層 同所干11) 

の研究j (調査報告第7集，1966年3月，同所干11) 

地租改正の研究

(11 1953~5 7( 53 ・ 55.56 科研費総合)

(21宇野弘蔵¥林茂，加藤俊彦，遠藤湘吉，大内力，

武田隆夫，小山博也，戸原四郎，限峻衆三，永井

秀夫，永原慶二

(31宇野弘蔵編 『地租改正の研究Jは)仔) (研究叢書

第 10冊-第 11冊， 1957年 B月・ 58年4月，

東京大学出版会)

京浜工業地帯におり る労働市場の実態調査研
dn  
7L 

(11 1 953~55(53科研費試験)

(21大河内一男ぺ有泉亨，氏原正治郎，藤田若雄，松本

達郎，秋田成就2 外尾健一，江口英一，高梨昌，

関谷耕一

(31大河内一男 氏原正治郎編 『労働市場の研究.1 (研

究報告第 7集， 1955年 9月，東京大学出版会)

立法過程の法社会学的研究

(11 195 3 ~ 54 ( 53 . 54科研費総合)

(21鵜飼信成て有泉亨，内田力蔵，高柳信一，石田雄，

福島新吾，奥平康弘，辻清明，佐藤功

失業の実態並に失業対策の効果に関する実証

的研究*

(11 195 5 ~ 5 9 ( 55 .56特殊研究費)

(21東京大学社会科学研究所失業調査石炭班・造船班

有泉亨て遠藤湘吉，大内力，氏原正治郎，藤田若

雄，秋田成就，江口英一，舟橋尚道，松尾均，高

梨昌，津田真激，小林謙一，戸塚秀夫，徳永重良，

栗田健，小池和男，神代和欣，山本潔，栗木安延

(31東京大学社会科学研究所編 『石炭産業Kなける技術

革新と労務管理.1 (調査報告第 1集， 1960年 3

月，同所干Ij) 

東京大学社会科学研究所編 『造船業tてなける技術革

新と労務管理』調査報告第 2集， 1960年 3月，

同所干Ij) 

東京大学社会科学研究所編『造船業t亡命ける社外企

業の性格と諸類型j (調査報告第 3集， 1963年

3月，同所干Ij) 

東京大学社会科学研究所編『造船業Kなける労働市

場の構造j (調査報告第 4集， 1964年 3月，同

所干Ij) 

東京大学社会科学研究所編『造船業Kがける労働市

場と賃金J(調査報告第 5集， 1965年 1月，同

所干11) 



共同研究

現代日本政治の実態分析に関する基礎的研究 (2)労働組合調査室

(1) 1955 -56 ( 55・56科研費総合)，1959-60 大河内一男て氏原正治郎 3 藤田若雄，薄信一，塩

(再開) 回庄兵衛，高橋洗，森直弘 3 佐藤進，津田真激，

(2)東京大学社会科学研究所政治実態、研究会 高梨昌，小池和男，神代和欣

石田雄て鵜飼信成，遠藤湘吉，氏原正治郎，潮見 (3)大河内一男・氏原正治郎・藤田若雄編 『労働組合の

俊隆，高WIJ信一，秋田成就，大島太郎，藤田若雄， 構造と機能J(研究報告第 I1集， 1959年 2月，

松沢弘陽，柚正夫，阿利莫二，小山博也，高木鉦 東京大学出版会)

作，福島新吾，升味準之輔，上原信博，障峻衆三，

松本達郎 我が国ドル不足とアメリカ経済

(3)東京大学社会科学研究所政治実態研究会編『地方自 (1) 1957-58 (57， 58科研費総合)

治文献目録J(1955年 8月，謄写印刷 (2)アメリカ経済研究会

同 『官僚制文献目録J(1956年 2月，謄写印刷) 嘉治真三て鈴木圭介，神野環一郎，水田博， 雪山

同『政党研究文献目録J(1956年 3月， 騰写印刷) 慶正，西田勲，字治田富造，松村善太郎， 二見sB，

川崎進一

ソ連邦および中国における財産制度の変選と 日本社会 の近代化に関する研究ーとくに土地

現状 制度を中心として ー

(1) 1955-56( 56科研費総 合(1 )1958-日0(58・59・60科研費機関)

(2)山之内一郎ぺ高橋勇治，宇高碁輔，古島和維，藤 (2)内田力蔵て(第 1班) 嘉治真三，辻清明，楊井克

田勇，渓内謙，稲子恒夫，本橋渥，岡崎栄松 巳，大塚久雄，遠藤({日吉，大内力，鈴木圭介，斎

J藻p;，矢沢淳，伊藤正己，高柳信一， (第2班)高

肥料消費構造の研究 橋幸八郎，宇高基輔，山田設，野田良之，潮見俊

(1) 1955 -56 (55 .56農林省応用研究費) 隆，加藤一郎，雄川一郎，渡辺洋三，芦昔日信喜，

(2)大内力て開峻衆三，加藤幸三郎，牛山敬二，川村英 松田智雄p 横山正彦，高橋勇治，福島正夫，藤田

明，藤井光典，菊地昌#t!. 勇総合班〕 鵜飼信成，1被田進，鈴木竹雄，

(3)大内力・障峻衆三 『肥料消費構造の研究J(調査資 田中二郎，大河内一男，有泉亨，鈴木鴻一郎，林

料第 2輯， 1957年 9月) 茂，加藤俊彦，武田隆夫，氏原正治郎，古島和維，

石田雄，藤田若雄

地主制の形成および展開過程の比較史的研究

(1) 1 9 56-6 0 ( 56 . 57・58科研費総合) アジア地域の法構造ならびに社会構造の近代

(2)比較土地制度史研究会 化に関する研究本

高橋幸八郎て高柳信一，石田雄，古島和維，遅塚 (1)1958-63(58・59・60科研費)

忠灼，古島敏雄，遠藤輝明， t象)11-郎，柴田三千 (2)内田力蔵て嘉治真三，鵜飼信成，有泉亨，高橋勇治，

雄，岡田与好，吉岡昭彦，椎名重明s 竹内幹敏， 高橋幸八郎，林茂，宇高基輔，磯田進，加藤俊彦，

中岡三益3 北条功，諸国実，永原慶二，安良城盛 遠藤湘吉，氏原正治郎，潮見俊隆，高柳信一，石

目白，佐々木潤之介，大石慎三郎，津田秀夫，丹羽 田雄，古島和維，渡辺洋三，藤田勇，田中二郎，

邦男，守田志郎，西嶋定生，田中正俊，佐伯有一， 山田最，久保正幡，来栖三郎，野田良之，平野龍

重田徳 一，伊藤正己，加藤一郎，芦部信喜，隅谷三喜男，

(3)高橋幸八郎・古島敏雄編 『養蚕業の発達と地主命JjJ 大内力，工藤進，野原四郎，鈴木朝英，逸見重雄，

(研究報告第 10集， 1958年 3月，御茶の水書 西野照太郎，川上勝己，小山惇也，福島新吾，風

房) 岡、浩，吉野倍，江守五夫，奥平康弘

わが国労働組合の組織および機能に関する実 アメリカ行政法の戦後日本の行政法に及ぼし

態調査研究 た影響に関する実証的比較的研究

(1) 1 956 -5 9 (56科研費試験(1)1958-60(58 .59科研費総合)
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(2)行政法研究会

鵜飼信成てB高柳信一，浅井敦，大島太郎，奥平康

弘，橋本公亘，猪俣幸和田英夫，川上勝己，

兼子仁，川添利幸，佐藤竺，清水陸，外間寛

(3)W.グノレホーン若鵜飼信成他訳『言論の自由と権力

の抑圧J(1959年 8月岩波書庖)

鵜飼信成編 『行政手続法の研究J0961年6凡有

信堂)

ロシア革命の研究

(1) 1 958 -59 

(2)東京大学社会科学研究所Y グェ ト史研究班

字高基輪本 ，江口朴郎，保田幸一，和田春樹ほか

(3)東京大学社会科学研究所編『東京大学所蔵ロシア ー

Yグェト関係図書目録j (文献目録第 1iflt・第 2

冊(I)(II)，1958・59年，同所干1]) 

国際歴史学会への 日本歴史学の現状報告書作

成及び日本歴史学文献の整序並びに翻訳

等々のための体系的研究

(1) 1958-59(58・59科研費総合)

(2)高橋幸八郎本ほか

宅地住宅総合研究 一 集団住宅とその管理一

(1) 1959 -61 

(2)有泉亨て渡辺洋三，藤田勇，望月礼二郎，星野英一，

鈴木禄弥，外尾健一，幾代通，長素連

(3)有泉亨編『集団住宅とその管理j (研究報告第 13 

集，1961年 4月， 東京大学出版会)

近代財政金融制度の成立

(1) 1 9，59 -6 3 (59・60科研費総合)

(2)明治史研究会(国立銀行班，官業払下班)

加藤俊彦¥林茂，遠藤湘吉，戸原四郎，石崎昭

彦，渡辺昭，小林謙一，武田隆夫，大内刀，字野

弘蔵，永原慶二，陣峻衆三，佐藤進，高橋誠，長

坂聴，志村嘉一，林健久，石崎昭彦

大沢一雄，立石能彦，秋田成就， 山田幸夫，下山

瑛二，広中俊雄，西日進，矢頭敏也，問中英夫，

奥平康弘，ツYンズ

社会主義協同組合の研究

(1) 1959-63 

(2)宇高基輔て高橋勇治，古島和雄，藤田勇，本橋渥，

三輪昌男

中小企業の合理化と階層 分化に関する研究

(1)1959-66 

(2)氏原正治郎て高梨昌，小林謙一，江口英一，近松順

一，下山房雄，山崎清，兵藤剣，吉永芳史

(3)神奈川県編『京浜工業地帯になける関連中小企業mj

(1964年3月，神奈川県)

現代アメリカ資本主義の特質と諸変化

(1) 1960-61 (60・61科研費試験)

(2)嘉治真三て鈴木圭介，神野E章一郎，宇治田富造，雪

山慶正，西田勲，水田博， 松村善太郎，二見昭，

川崎進一

(3)東京大学社会科学研究所編 r1957年アメリカ合衆

国農民経済階層K関ナる統計集j (調査資料第 3

集， 1960年 3月)

神 奈川 県における関連中小企業

(1)1960-61 (神奈川県専門委員調査費)

(2)大河内一男て氏原正治郎，高梨昌，兵藤剣

(3)神奈川県編 『京浜工業地帯vc:J:，'ける関連中小工業』

(1961年3月， 神奈川県 )

日本におけるユニオン・リーダーの性格

(1) 1960-61 (科研費，統計研究会調査費)

(2)大河内一男プ氏原正治郎，高梨昌

(3)大河内一男他 『日本のユニオン ・リーダー』

(1965年，東洋経済新報社)

(3)加藤俊彦 ・大内力編著『国立銀行の研究J(研究叢 神奈川県における民生基礎調査

書第 21冊， 1963年7月，効草 書 房(1)1960 -61 (神奈川県民生部調査費)

(2)氏原正治郎¥小池和男

19世紀初期におけるイギリス立法改革運動の (3)神奈川県民生部編『神奈川県Kかける民生基礎調査

研究 報告書J'(1962年3月，村奈川県民生部)

(1) 1959 -60 

(2)内田力蔵て望月礼二郎，関谷嵐子，平野龍一，伊藤 人民公社の総合的研究

正己，立石芳枝，楠本英隆，小松春男，早川武夫(1)1960 -63 



共同研究

(2)高橋勇治て古島和雄，浅井敦ほか 12名 嘉憲，藤田若雄，鈴木圭介ほか研究分担者 64名，

研究協力者 266名

土地制度の法律問題 (3)アジア地域総合研究組織『アジア地域総合研究連絡

(1)1960-63 季報j 1 Cl961年 9月 )-XVCl966年3月)

(2)渡辺洋三¥ 潮見俊隆，稲本洋之助，山田卓生，小 向上別冊 『アヅア地域総合研究経過並びK成果概要

林三衛 (昭和 33年-37年度 )JCl964年 3月)

戦後労働争議の研究 社会主義諸国における司法調停制度に関する

(1) 1960 -63 (60・61科研費試験) 比較研究

(2)藤田若雄，塩田庄兵衛，関谷嵐子，坂田和恒，石井 (1)1961-62 

弥二郎，高橋洗，西村割通，角田豊，戸塚秀夫，中 (2)高橋勇治，藤田勇， 浅井敦，波辺洋三，潮見俊隆，

林賢二郎，森田直弘， i清水慎三 利谷信義

(3)藤田若雄 塩田庄兵衛編『戦後日本の労働争議~ (3)福島正夫編『社会主義国家の裁判制度J(1965年

( 1963年 4月， 御茶の水書房 2月，東京大学出版会〕

戦後におけ るアーパニゼーションの進展と地 産業構造の比較史的研究

域社会 の変貌* (1)1961-63(61・62科研費総合〕

(1)1961-63 (61-63特殊研究費 (2)比較土地制度史研究会

(2)①京葉工業地帯Kなける財政・金融の実態 高橋幸八郎て 古島幸日放，安良城盛昭，藤瀬浩司，

遠藤湘吉，加藤俊彦，林健久，柴垣耳目夫，加藤栄 古島敏雄，海野福寿，大石慎三郎3 佐々木潤之介，

津田秀夫，永原慶二，丹羽邦男，守田志郎，西嶋

②京葉工業地帯Kなける労働事情と就業構造 定生，小山正明， 佐伯有一，重由徳， 田中正俊，

氏原正治郎，藤田若雄，伊藤三次，小林詠 ，小 遠藤輝明，岡田与好，椎名重明，柴田三千雄，橡

池和男 川一朗，北条功，諸問実， 吉岡flB彦

③京葉工業地帯十てなける開発行政と自治体

井出嘉憲，高柳信一，辰巳光世，伊藤隆

④京葉工業地帯十て沿ける公共用地取得と土地売買

高柳信一，渡辺洋三3 佐藤竺

⑤京葉工業地帯周辺Kなける農業 ・漁業問題

高橋幸八郎，潮見俊隆，安良城盛H召，利谷信義，

伊藤喜雄

⑥京葉工業地帯と住宅問題

有泉亨，星野英一，佐藤良雄，山田卓生

(3)東京大学社会科学研究所編『京葉J地帯Kなける工業

化と都市化.1(研究報告第 6集， 1965年3月，東京

大学出版会)

アジア地域の社会経済構造に関する総合的

研究*

(1)1961-62 (61・62科研費総合)

(2)高橋幸八郎*

嘉治真三，有泉亨，内田力蔵，高橋勇治，林茂，

宇高基輔，磯田進，加藤俊彦，遠藤湘吉，氏原正

治郎，潮見俊隆，高柳信一，石田雄，古島幸日雄，

渡辺洋三，藤田勇，安良城盛sB，戸原四郎，井出

アメリカ合衆国中西部の研究 (The Area 

S tud ies of the Midd le W巴st in the 

U.S.A) 

(1)1961-64 

(2)嘉治真三¥鈴木圭介，井出嘉憲， i清水知久，他 3

名

わが国中小単産の組織と機能に関する研究

(1)1961-64(科研費)

(2)大河内一男て藤田若雄，江口英塩田庄兵衛，氏

原正治郎，高梨昌， 高橋洗，小池和男，森直弘，

栗本安延，神代耳目欣， 戸塚秀夫，栗田健，徳永重

良

労働基準法の研究

(1) 1961-64(1961科研費総合， 1962-63日本労

働協会委託研究)

(2)有泉亨*秋田成就，関谷嵐子3 青木宗也，北川隆

一， 山口浩一郎

一ー 119-一



福祉資金行政 に関する研究

(1)1962-63(神奈川県民生部調査費)

(2)氏原正治郎て 小池和男

(3)神奈川県民生部編『福祉資金行政実態調査報告』

(1963年 3月，神奈川県民生部)

日米両国の資源開発の歴史的実証的研 究

(1) 1963--65 (64・65科研費試験)

(2)嘉治真三ぺ一ノ瀬智司， 石井素介，石光亨，坂田

善三郎，宮下特五郎， 田口|場ー，波辺一夫

アジア・アフ リカ地域に関する研究文献なら

アメ リカ 資本主義の構造 び に資料の総合調査研 究

(1) 1962-66 (1) 1963-6う(科研費特定研究センター〕

(2)鈴木圭介て宮野啓二，中西弘次，楠井敏朗ほか (2)内田力蔵*， A.A特定研究参加各班組織代表者 22 

(3)鈴木圭介編『アメ リカ経済史j(1972年 12月， 東 名

京大学出版会 (3)アジア・アフリカ文献調査委員会編 『アジア ・77

リカ文献調査報告』第 1冊(1964年 3月)-第

世界経済研究 90附(1964年 7月 )

(1) 1962-67 (63・64科研費総合)

(2)加藤俊彦て戸原四郎，柴垣和夫，佐々木隆雄，武田 アジア ・アフ リカ地域の社会経済構造に関す

隆夫，石崎昭彦，林健久，加藤栄一，馬場宏二， る総合的研究

山崎広明，森恒夫， イ明英祐，岡本友孝， 宮川淳 (1)1963-66(63・64.65.66科研資特定 )
ホ

安保哲夫， 藤村幸雄 (2)内田力蔵， 古島幸日j私 田畑茂二郎，広中俊雄，星

川長七，幼方直吉，石川滋，尾崎彦朔，北川一雄，

インド及び東南ア ジアにおけるイギリス法の 宮下忠雄， 山本登，森田善二郎，飯塚治二，森鹿

影響の研 究 三，馬襖l東一，時野谷勝，皇至道，牛島義友，飯

(1)1963 

(2)内田力蔵，塀音E政男ほか数名

損害賠償 と損失補償の調査研究ーその理論と

実態 一

(1) 1963-64(63・64科研費総合)

(2)高柳信一て潮見俊隆，波辺洋三，佐藤良雄，保木本

一郎，唄孝一，兼子仁，下山瑛二，奥平康弘，園

部逸夫，宮島尚史，青木宗也，畑穣

(3) r企業誘致土地造成事業の法的構造」東京大学社会

科学研究所編 『京葉地帯(i(なける工業化と都市化』

(1965年 3月， 東京大学出版会，所収 )

老令者の職業と生活に関する研究

(1) 1963-64 (神奈川県民生部調査費)

(2)氏原正治郎て下回平裕身

(3)神奈川県民生部編 『神奈川県K沿ける老令者生活実

態調査J(1964年 3月，神奈川県)

近代日本にお け る 政 党 構 造 の 史 的 研 究

(1)1963-67 

(2)林茂て伊藤隆，松沢哲成，小山博也，金原左門，

鳥海靖，松尾章一，関口栄一，坂井雄官，坂野潤

治，成沢光

塚篤信，永井道雄，辻井静二，田村実造，榎一雄，

別枝篤彦，中島健一

公法と私法

(1)1963-69 

(2)高柳信一て波辺洋三，藤田勇，利谷信義，兼子仁s

針生誠吉，佐藤竺，町田顕，小長井良浩，佐藤司，

遠藤博也，真柄久雄，保木本一郎，北野弘久，奥

平康弘，山田卓生，戒能通厚，下山瑛二，唄孝一，

藤凹宙錆，阿部泰隆，池田敏雄，内藤勲， 山崎真

秀，針田五六，谷野陽，小高剛，高桑昭，宮田三

郎，宮崎良夫，石川正， 本間重紀，室井力

医 療制度の研究

(1) 1963 -66 (65科研費総合)

(2)有泉亨て 氏原正治郎，潮見俊隆，高柳信一，波辺

i洋三， 山口浩一郎，唄孝一，大内力，遠藤湘吉，

隅谷三喜男，武田隆夫，加藤一郎，江口英一，小

川政亮

日本近代化に関する総合的研究

(1)1964-65 (65科研費機関)(日本学術会議人文 ・

社会科学振昨持月IJ委員会からの委I病研究)

(2)有泉亨本ほか
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共同研究

基本的人権の比較的・総合的研究* (3)東京大学社会科学研究所編『基本的人権の研究』全

(1) 1964-66 (64-66特殊研究費 5巻 0968年 3月-1969年3月九所収の関

(2)高橋幸八郎へ 有泉亨，内田力蔵，高橋勇治，林茂， 係論文

字高基輔，磁田進，加藤俊彦，氏原正治郎，潮見

俊隆，高柳信一，渡辺洋三，石田雄，古島幸日雄， テ ュ ー ダ 一 期 の イ ギ リ ス 法

藤田勇，安良械盛昭，戸原四郎，井出嘉憲，大石 (111964-65 

嘉一郎，柴垣和夫，奥平康弘，藤田若雄，鈴木圭 (2)内田力蔵*堀部政男，他 15名

介，稲本洋之助，和田春樹，山田卓生，堀音[1政男，

保木本一郎，佐々木隆雄，中五太一，松沢哲成， アジアの経済法

柳沢治，戒能通厚，手塚利彰，野田良之，小林直 (1)1964-65 

樹，芦部信喜，遠藤l相官，下山瑛二，吉川経夫 (2)内田力蔵ぺ堀部政男ほか 7名

秋田成就，松沢弘陽，利谷信義，浅井敦，針生誠

吉，影山日出弥，山口浩一郎，隅野隆徳，堀部政 社会保障意識に関する研究

男，山崎真秀，石川晃弘 (1) 1964 -66 (神奈川県民生部調査費)

(3)東京大学社会科学研究所編『基本的人権の研究』全 (2)氏原正治郎て 石川晃弘，下回平裕身

5巻 (1968年 3月-1669年 3月 (3)神奈川県民生部編 『神奈川県Vてなけるソ シャノレ・

ニーズj0966年 3月，神奈川県民生部〕

産業革命の研究

(1)1964-65 

(2)比較土地制度史研究会(西洋班〕

高橋幸八郎て 岡田与好，吉岡昭彦，遠藤輝明，

北条功，諸国笑，椎名重明 3 遅塚忠弟，藤1頼浩司，

柴田三千雄，毛利健三，安良城盛昭

(3)高橋幸八郎編『産業革命の研究j(研究報告第 14集，

1965年 7月，岩波書庖 )

日本漁業と漁村の構造に関する法社会学的

研究

(1)1964-65 (64科研費試験)

(2)潮見俊隆へ 渡辺洋三，小林三衛，中尾英俊，黒木

三郎，浜田稔，武井正臣，和座一清

(3)東京大学社会科学研究所編『泊岸漁業と漁村社会の

研究一長崎県 田茨城県 ・千葉県の実態調査一』

(調査報告第 8集， 1967年 3凡同所干1])

中ソ論争の研究

(1)1964-65 

(2)高橋勇治へ 字高基輔，藤田勇，和田春樹，中主太

一，針生誠育，藤井昇三，ほか数名

社会主義法における個人の権利と自由および

その保障

(1)1964-65 

(2)高橋勇治へ藤田勇，福島正夫，稲子恒夫ほか15

名

日本産業革命の展開とその構造的特質に関する

研究

(1) 1964-67 

(2)大石嘉-f!s*， 安良城盛昭，高村直助，水沼知一，

石井寛治，中村政則，市川孝正，加藤幸三郎，佐

藤昌一郎，村上はつ

(3)東京大学社会科学研究所編 『倉敷紡績の資本蓄積と

大原家の土地所有第一部j(調査報告第 11集，1970

年 3月)同上『向上第二部F付属資料j(調査報告第

12集， 1970年 9月)

大石嘉一郎編『日本産業革命の研究』上・下巻(研

究報告第 24・25集， 1975年 6月・ 10月，東京

大学出版会)

農山漁村の法律問題の研究

(1)1964-67 

(2)潮見俊隆て 渡辺洋三，奥平康弘3 黒木三郎，小林

三衛，中尾英俊，武井正臣，和座一清，浜田稔

(3)東京大学社会科学研究所編 np-岸漁村の近代化K関

する研究一広島県・愛媛県・岩手県の実態調査 』

(調査報告第 10集 1969年3月，同所干11) 

アジア法(とくにインド法)の総合的研究

(1)1964-67 

(2)内田力蔵へ堀部政男，戒能通厚，下山瑛二，星川

長七，橋本英隆，立石龍彦，立石芳枝，矢頭敏也，

清水望，浅見公子，山崎利男，松平光央，落合淳



隆，鈴木敏和，大内穏

(3)内自力蔵 ・下山瑛二・堀内敏男「コーディフィクー

シヨン(法典化)J ( r比較法研究J31号 ，1970 

年 3月所載)

住宅団地管理に関する比較研究

(1)1965-66 (日本住宅公団の委嘱研究)

(2)有泉亨て 渡辺洋三，藤田勇，外尾健一，星野英一，

鈴木禄弥，佐々波秀彦，稲本洋之助

(1) 1965 -67 (65・66科研費総合)

(2)比較土地制度史研究会

高橋幸八郎て 大石嘉一郎，安良城盛昭，岡田与

好，柳沢治，諸回実，北条功，吉岡昭彦，椎名重

明，毛利健三，関口向志，山之内嫡，米JII伸一，

藤瀬浩司，遠藤輝明，遅塚忠、民，柴田三千雄，石

坂昭雄，塩沢君夫，山田舜，星埜惇，安孫子麟，

高村直助

(3)有泉亨編 『ヨーロッ パ諸国十てなける団地管理J(1967 現代社会の構造変化と政治指導 - 1930年代

年 3月，東京大学出版会) の比較政治的研究

地域開発の社会科学的研究

(1)1965-67C東大経済学部鈴木鴻一郎教授を代表者

とする機関研究「地域開発の社会科学的研究 JK

協力)

(2)加藤俊彦て 氏原正治虫ri，潮見俊隆，高柳信一，波

辺洋三，大石嘉一郎， 安良城盛H召，戸原四郎，柴

垣和夫，藤田若雄

ソ連における「工業化Jの歴史的・実証的研

究ーソヴェト社会主義の構造的特質の解

明の1ために一

(1) 1965-67 (65・67科研費総合)

(2)宇高基輔て 高橋勇治，古島和維，藤田勇，和田春

樹，中富太一，荒田洋，稲子恒夫，江口朴郎，門

脇彰，菊地昌典，木村英亮，庄野新，三輪昌男

戦後日本における労働調査の研究方法に関す

る基本資料の集成

(1) 1965-70(66・69・71科研費試験-総合)

(2)氏原正治郎て 藤田若雄，栗田健，神代和欣，戸塚

秀夫，徳永重良，小林謙一，山本潔， i江口英

小池和男，下回平裕身，高梨昌，兵藤剣，中西洋，

下山房雄，近松順一，高橋f光，石川晃弘

(3)労働調査論研究会編『戦後日本の労働調査J(研究

報告第 16集， 1970年 3月，東京大学出版会)

第三次産業の労働問題

(1) 1965_67 

(2)氏原E治f!s*， 江口英一，高梨昌，小林謙一，近松

l慎一，下山房雄

資本主義の進展と農業近代化 に関する比較史

的綜合研究

(1)1965-67 

(2)林茂て伊藤隆，岡義武ほか

公害問題の研究

(1)1965-67 (東大生産技術研究所と協力)

(2)有泉亨て 内田刀蔵，加藤俊彦，潮見俊隆，高柳信

一，波辺洋三，安良城盛sE，大石嘉一郎，柴垣和

夫，藤田若雄，山田卓生， 掘部政男，山口浩一郎，

保木本一郎

日本近代化過程における国家と経済に関する総

合的研究一国際的契機との関連において

(1) 1966-68 (66・67.68科研費特定)

(2)林茂へ加藤俊彦，磯田進，氏原正治郎，湾i)j見俊隆，

高羽[1信一，波辺洋三，石田雄，安良城盛UE，大石

嘉一郎，井出嘉憲，柴垣和夫，奥平康弘，藤田若

雄，伊藤隆，山田卓生，松沢哲成，保木本一郎，

小林直樹，小林三衛，利谷信義，佐藤誠三郎，山

口和維，石井寛治，黒木三郎，中尾英俊，升味準

之助，安井達弥，三谷太一郎，大内力，兵藤剣，

水沼知一，小山博也，篠原ー，遠藤湘吉，丸山真

男，安藤良雄

(3)東京大学社会科学研究所編『総理大臣演説の内容分

析(Con ten t Ana lysis of Publ ic Speeches 

Given by Prime Ministers)J (調査報告

第 14集， 1971年 11月，同所干1])

日本近代化の構造的特質に関する総合的研究

一人文・社会諸科学の協同による

(1)1966-68 (66・67・68科研費特定)

(2)高橋幸八郎*ほか

(3)高橋幸八郎編『日本近代化の研究』上 ・下巻(1972

年 l月 2月，東京大学出版会)
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団地居住者生活実態調査

(1)1966-68 (神奈川県民生部調査費)

(2)氏原正治es*， 江口英一，小林謙一，青木猪一郎，

篠原章

(3)神奈川県民生部編 『団地居住者生活実態調査報告書』

0968年 12月，神奈川県)

イギリス近代法の生成と展開

(1) 1966 -73 

(2)内田力蔵て 堀部政男，戒能通厚，伊藤正己，田中

英夫，星川長七，楠本英隆，立石龍彦s 下山瑛二，

望月礼二郎，矢頭敏也，梅原文雄，砂田卓二，新

生t-正男，清水望，浅見公子，松平光央，佐藤正滋

技術革新のおよぼす社会経済的影響ネ

(1)1967-71 (67-69特殊研究費)

(2)加藤俊彦へ内田力蔵s 藤田若雄，氏原正治郎，夜辺

洋三，古島和雄，藤田勇，岡田与好，戸原四郎，

戸塚秀夫，柴垣和夫，和田春樹，西川純子，神林

共同研究

出版会)

アメリカ独占資本主義の構造的特質に関す

る 研 究

川 1967-72(67科研費総合)

(2)鈴木圭介て 井出嘉憲，西川純子，中西弘次，宇治

田富造，田口|場一，宮野啓二，楠井敏朗，野村義

男， 1'1'野1章一郎，呉天降，大塚秀之，佐藤定幸

戦後日本における労働争議の法社会学的研究

一争議行為における対抗関係の特殊性と

調整・判例・学説の機能的研究を中心

(1)1968-71(68・69科研費総合A)

(2)藤田若雄て 有泉亨，氏原正治es，花見忠，村:代耳目

l欽，高梨昌，森直弘，松田保彦，角田霊長，佐藤進，

小池和男，檎崎二郎，1J日藤俊平，保原喜志夫，手

塚和彰，波辺章，神林章夫

章夫，手塚耳目彰，高梨昌，徳永重良，利1代和欣， 戦後改革の比較的・総合的研究*

森恒夫，玉由美治，山崎広明，山本潔，米山喜久 (1) 1969-72 (69-71特殊研究費， 70-72科研費特

治，波辺章 定)

(2) 潮見俊隆へ加藤俊彦て 石田雄，大石嘉一郎，
* ー資本主義の形成・展開と営業の自由 柴垣和夫，利谷信義，戸原四郎，山本潔(以上連

(1)1967-72 (67-68科研費総合) 営委員)，井出嘉憲，稲本洋之助，氏原正治郎，

(2)高柳信一て荒JlI重勝，池島宏幸，石井宣和，稲本 奥平康弘，戒能通厚，加藤栄一，高柳信一，戸塚

洋之助，潮見俊隆，牛山積，江藤(介泰，奥島孝康， 秀夫，馬場宏二，原因純孝， 宮崎良夫，山崎広明，

奥平康弘，大須賀明，甲斐道太郎，戒能通厚，何 吉田克己，渡辺洋三，和国春樹 (以上所内)，天

合研一，北野弘久，坂本重雄，桜木澄和，佐藤篤 川晃，荒瀬豊，上原信博，江藤イ介泰，遠藤湘育，

土，佐藤英善，清水誠，下山瑛二，隅野隆徳，竹 大内力，小田中聴樹，小林三衛，小湊繁，斉藤孝，

下英男，田山輝明，手塚利彰，利谷信義，富山康 篠原一，清水誠，清水陸，志村嘉一，布11正夫，高

官，中村紘一，平野克明，平野毅，藤田勇，保木 橋誠，竹前栄治，田中学，辻清明，手塚利彰，早

本一郎，堀昔日政男，松林和夫，宮坂富之助，宮崎 川征一郎，林健久，星野安三郎，松下圭一，依由

良夫，室井力，森実，山田卓生，波辺洋三，氏原 精一 (以上所外)

正治郎s 遠藤輝明，大石嘉一郎，岡田与好，清成 (3)東京大学社会科学研究所編 『戦後改革』全 8巻

忠雄，栗田健，神代和欣，神林章夫，徳永重良 0974-75年，東京大学社会科学研究所〉

柴垣和夫，下山房雄，高橋克嘉，遅塚忠M，戸塚

秀夫，中西洋，西川純子，樋口徹，兵藤剣，松尾 「新左翼」労働運動の歴史的・実証的研究

展成，毛利健三，柳沢治，山之内靖，吉岡昭彦(1)1969--74(70・72科研費一般c) 
和国春樹 (2)戸塚秀夫へ 山本潔，中西洋，兵藤幸IJ

(3)東京大学社会科学研究所編 r1971年憲法の資料的 (3)戸塚・中西・兵藤・ 山本共著『日本I'C;J:，'ける「新左

研究j(資料第 5集，1972年 2月，東京大学社会 翼」の労働運動』上 ・下巻 0976年3月 -4月，

科学研究所) 東京大学出版会)

高柳信一 ・藤田勇編『資本主義法の形成と展開J1 

-3巻(1972年 10月 -1973年 3月，東京大学 19世紀後半における欧米諸国近代化の実証的研究
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(1)1969 (科研費一般 B) 

(2)氏原正治郎て 高橋幸八郎，宇高基輔，岡田与好 3

藤田勇， 鈴木圭介，稲本洋之助，戸原四郎，馬場

宏二，戸塚秀夫，井出嘉窓，有賀弘，和田春樹

市民革命の研究

(1)1970-72 

(2)岡田与好う 石坂昭雄，遠藤輝明，椎名重明，柴田

三千雄，遅塚忠、約， 二宮宏之，藤瀬浩司，毛利健

三，森本芳樹，柳沢治，山之内病，吉岡昭彦，和

田春樹

(3)岡田与好編『近代革命の研究』上下 (1973年，東

京大学出版会)

現代の家族法と家族政策に関する総合的研究

(1)1970-

(2)利谷信義，青山道夫，磁野誠一，稲子宣子，石田雄，

稲本洋之助，上野雅和，潮見俊隆，幼方直吉，小

川政亮，黒木三郎，立石芳枝，中川高男，西原道

雄，福島正夫，三木妙子，森実，山中永之佑，湯

沢*彦，依田精一，波辺洋三

(3)福島正夫編『家族政策と首長J1， 2， 5， 7巻(1975-

76年，東京大学出版会)

農村・ 漁村の法律問題

(1)1970-

(2)波辺洋三て 潮見俊隆，奥平康弘，小林三衛，黒木

三郎，和座一清，浜田稔，中尾英俊，武井正臣

(3)東京大学社会科学研究所編 『漁業紛争の法社会学的

研究J(調査報告第 15集， 1974年，同所干11) 

渡辺洋三編著『入会と財産区j(I974年，動草書房)

渡辺洋三・北条浩編著『林野入会と村落構造J(I9 

75年s 東京大学出版会)

黒木三郎 熊谷開作 ・中尾英俊『昭和 49年全国山

林原野入会慣行調査J( 1975年，青甲社)

(1) 1972-75 

(2)古島和維て 浅井敦，近藤邦康，斎藤稔， A保潤ー

郎，二瓶剛男，平田重明，藤田勇，和田春樹

(3)東京大学社会科学研究所編 R見代社会主義ーその

多元的諸相J(l977年，東京大学出版会〕

「ファシズムと民主主義」の比較的・総合的

研究*

(1)1973- (75科研費一般A，76特殊研究費 〉

(2)波辺洋三〈岡田与好て奥平康弘，安保哲夫，有賀

弘，稲本洋之助，西田美昭，馬場宏二，山崎広明，

和田春樹(以上運営委員)，井出嘉rri，石田雄，

潮見俊隆，氏原正治郎，大石嘉一郎，加藤栄一，

加藤俊彦，近藤邦康，柴垣和夫，高相l信-，回端

博邦，利谷信義，戸塚秀夫，戸原四郎，馬場康雄，

坂野潤治，広illU青吾，藤田勇，古島和雄，宮崎良

夫，波辺治(以上所内)，諌山正，今井清一，遠

藤湘吉，大内力，小田中聴樹，影山日出弥，神田

文人，北原敦，木村靖二，斉藤孝，斎藤真，下村

由一，高畠通敏，竹村英輔，田中治男，中村政員1]，

西川大二郎，西川正雄3 原朗，樋口陽一，本間重

紀，キト慶植，松井l芳郎，松元宏， 三谷太一郎， 三

和良一，白井正臣(以上所外〕

イギリス所有権法の総体的把握

(1)1973- (73科研費一般B)

(2)戒能通厚〈古城誠*飯塚和久，石田真，上野雅和，

内田力蔵，梅原文雄，岡田与好，椎名重明，下山

瑛二z 野村稔，堀部I1文男，堀田牧太郎，松林和夫，

毛利健三，望月礼二郎，元山健，森建資，渡辺f台

土地・都市開発法制の総合的研究

(1)1974- (74科研費総合A)

(2)波辺洋三て新垣進，稲本洋之助，甲斐道太郎，戒能

通厚，北野弘久，古城誠，清水誠，下山瑛二，利

谷信義，西原道雄，原田純孝，原野砲，広渡清吾

近代フランス法の研究 真砂泰輔，宮坂富之助，室井力，山中永之佑，吉

(1)1971- 田克己

(2)稲本洋之助う磯部力，江藤{介泰，尾中普子，鎌田薫，

土井長久，北村一郎 3 小石倫子，坂本茂樹，島田 現代財政金融の研究

和夫，滝沢正，田端博邦，中村紘一，奈川節子 (1)1974-
本

新倉修，原因純孝，堀田牧太郎，水林彪3 二輪隆 (2)加藤俊彦， 安保哲夫，加藤栄，工藤主主，柴垣和

村上I1貝，吉田克己 夫，戸原四郎，馬場宏二，林健久，山崎広明

現代社会主義の研究* “高度経済成長"の終意にともなう労使関係の

一一 124一一



共同研究

変貌に関する実態調査 (1) 1975-

(1)1975- (75科研費総合A) (2)利谷信義て久保田穣，小口彦太，藤田正，水林彪，

(2)氏原正治郎て 石川晃弘，遠藤公嗣，上井喜彦，栗 向井健，吉井蒼生夫，池田恒男， 1，渡辺治

田健，小池和男，高梨昌，手塚耳目彰，戸塚秀夫，

中西洋，仁田道夫，早川征一郎，兵藤幸1]，松崎義， 昭和恐慌の実証的研究 一農村恐慌を中心とし

光岡博美3 山口浩一郎， 山本潔，山本郁郎，下山 て 一

房雄，井上雅雄 (1)1976- (76科研費一般c) 
(2)大石嘉一郎て 石井寛治z 後藤光蔵，高村直助，中

日本近代法史研究 村政貝1]，商由美昭




